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本研究はコルゲート鋼板(波付け金属板、金属板、以下コルゲート板)の発明、建築での運用の歴

史を整理し、各時代においての運用実態および利用した建築の特徴と歴史的評価を整理した。コ

ルゲート板は、一般的に安価な外装被覆材として認識されてきた。発明初期のコルゲート建築に

は主に当時のヨーロッパの建築様式に則った様式が見られるが、コルゲート板の技術性能の確認

や改良を積み重ねた結果、独自の様式や工法が出現した。長い間、コルゲート板は板厚が薄いた

め、構造に利用することはできなかった。その結果、コルゲート板の利用には骨組みが必要と考

えられていた。1930 年代、板厚を厚くした強度の高いコルゲート板がアメリカで登場し、戦後さ

らに薄板(1型)、厚板(2型)の規格標準化が進められ、独立した構造体の出現に繋がった。厚板を

採用した事例は川合健二邸を始め、幾つか存在する。これまで、コルゲート板の技術面の検証は

主に製造会社などが行われてきたが、様式の変遷などの意匠面についての研究は少ない。この空

白を埋めるため、本論は各時期の代表的な事例を集め、コルゲート板の意匠においての運用実態

を調査した。 

 
 
 
 

 
 

 
１．緒    言 

 

本稿でいうコルゲートとは、材料を波状に加工して強

度を持たせる手法の一つである。コルゲート板は、シート

軟鋼などを冷間圧延し、直線の波形パターンを生成して作

られる建築材料である。薄鋼板製のため非常に軽量という

利点がある(図1)。この材料は1829年、イギリスで船ドッ

クの屋根材として初めて導入された。そして19世紀後半検

証実験や技術革新が重ねることによって、信頼性の高い材

料として立ち位置を固めた。 

図1 現行の1型コルゲート板の断面 

屋根などに使用されることが多いコルゲート板だが、建

築全般にも利用できることが認識されるきっかけは戦時

需要であった。しかし、それと同時に「安価」、劣悪、凡

庸のイメージも一緒に浸透してしまい、長らく意匠におけ

る可能性が重要視されなかった。実際コルゲート板の意匠

においての可能性やそれについての試行錯誤も長い間行

われてきており、本稿ではその点に焦点を当てる。 

本稿ではコルゲートが発明されてから建築への運用の

歴史を整理し、意匠の変化や発展に焦点を当て、長らく重

要視されなかったコルゲートの意匠における可能性を紐

解くことでコルゲート建築の発展促進を促すことを目指

す。 

 

 

２．既往研究 

 

コルゲート板についての研究は技術的なものに集中し

ており、意匠での研究は少ない。各製造会社からはガイド

ライン、カタログ、技術資料などが出版されているが、意

匠についての言及はほぼない。 

海外においては、2007年にイギリスで「Corrugated Iron」
が出版された。この本は歴史の角度からコルゲート鉄板の

運用の変遷をまとめた。 

日本においては主に川合健二関連の研究が発表されて

おり、2006年に川合健二のトータルエナジー理論やコルゲ

ート建築をまとめた「川合健二マニュアル」が出版された。

そして論文「トータルエナジー理論からみる川合健二邸の

再評価とコルゲート建築の特性に関する一考察」(儀部 真

二)も同時期に発表された。 

他にはコルゲート板を活用した建築家の作品紹介や研

究に散見しているが、コルゲート板自体に焦点を当てたも

のは少ない。 

 

 

３．時代区分と区分方法 

 

本稿では、コルゲートの歴史について、主に使われた建

外側
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築の種類が移行する時期を区切りに時代区分を行った。材

質・仕上げ・用途・建築形態などの変遷を参考に行った。

時代ごとに資料や写真が残っている代表的な運用例をピ

ックアップし、その特徴や効果を調査した。検証の結果、

次の4段階に区分した。 
 
1) 黎明期 1829年～19世紀中葉 
コルゲート板の発明及びその運用性を検証していた時

期を黎明期とした。独立した建築様式がまだ確立されてお

らず、石レンガに変わって低コスト、短工期で大スパンを

実現する新しい材料として用いられていた時期。導入され

たコルゲート板は今で言う薄型で、構造材にはならない。 
 
2) 発展期  19世紀後半～20世紀初頭 

コルゲート板の性能が確認され、主に使われる建築が大

型の駅や船ドックから住宅へ転換し、さまざまな転用・活

用が模索されていた時期を発展期とした。西ヨーロッパ諸

国の植民地拡大に伴い、世界各地でいろいろな建築で利用

された。また、初期コルゲート板の問題点があらわになり、

材料・コーティングの検証が行われ、丈夫で耐久性のいい

コルゲート板の製造法が確立されつつあった。 
 
3) 軍用期  19世紀後半～1945年 

コルゲート板の主な利用用途が軍事利用に移行した時

期を軍用期とした。軍事利用自体は前述の黎明期にすでに

始まっていた。しかし、信頼性の高い材料として初めて大

量に使われたのは第二次ボーア戦争(1899)だった。その後

コルゲート板は船、ブロックハウス、シェルター、貯水槽、

飛行機に利用され、コルゲート板の幅広い利用法は軍によ

って開発された。今回の研究ではこれらの用途での利用は

戦後でも継続されていることが分かった。 
 
4) 戦後 1945年～ 
戦後、コルゲート板の利用の中心が民間に戻り、アメリ

カのcase study house(CSHシリーズ)、日本のtectureシリーズ

などの作品シリーズが現れた。これらの試みは新たな可能

性を提示したものの、利用のさらなる広がりに足踏みも見

せている。 
 

 

４．調査結果 

 

4. 1黎明期 1829年～19世紀中葉 

 

図2 The Turpentine Shed イギリス 1830年 
1829年、年々増加する船ドックへの需要に対応するため、

建設に時間の掛かる従来のレンガ造ドックに変わって、コ

ルゲート板を利用した新構造が開発された(図2 世界最初

のコルゲート建築)。この時期の例は少ないが、イギリス

で建設された実例の写真(図3)から次の特徴が見られた。    

 図3 鉄道駅、船ドックの実例 イギリス 1850年前後 

1) 総じてコルゲート板を利用して長いスパンを作り出

すことに着目している。 

2) 屋根形式は二種類見られる。 

a型：切妻型 
b型：アーチ型 

3）板厚は現在の1型に当たる 

屋根の様式については、a型は当時ヨーロッパの建築様

式にならったものだと簡単に推測できる。また、この二種

類は構造にも違いが認められた。a型は木で作られたトラ

スの上にコルゲートを敷く構造であるに対し、b型では鉄

製トラスが採用された(図4)。また、スパンについてはa

型が15m前後であるのに対し、鉄道駅などで利用されるb

型には30mに達したものまで存在した。共通点はどちらも

屋根のみでの利用で地面と接しない形である。屋根を支え

る柱には伝統的なオーダーが見られた。これは当時のコル

ゲート建築は工業革命と伝統建築様式両方の強い影響下

にあることを示唆している。 

 図4 アーチ型屋根のトラス構造(幅47m) 

興味深いことに、今回コルゲート建築の発展を現代まで

検証した結果、この二種類の屋根の用途の違いは現在まで

続いていることが分かった。切妻型はグレン・マーカット

の作品などに見られるに対し、アーチ型は形状、材質を変

化させてはいるが一部の大型展覧会建築に見られる。 

 

4. 2発展期  19世紀後半～20世紀初頭 

黎明期におけるコルゲート建築のほとんどは大型大ス

パン施設であった。これは新しい材料に積極的に新工法を

実験していることや、コルゲート屋根の軽量性に着目した

結果である。1850年以降、ヨーロッパ植民地の拡大に伴い、

コルゲート板は現地の一般住宅の建設にも浸透しはじめ

た。この時期に注目されたのはコルゲート建築のポータブ
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ル性である。植民地では入植者用コルゲートハウスが大量

に作られた。これらの建設例はさらに二つの時期に分ける

ことができる。 

 

4.2.1 時期一 1850年～1880前後 

図5 初期コルゲート住宅 

この時期に作られたコルゲートハウスは小型・単一屋根

のものが多く、初期の工場用屋根構造がそのまま縮小して

使われる傾向が強い。縦長窓の配列、ドアの設置場所、煙

突の配置などはヨーロッパ伝統の様式に則っている。これ

はこの時期にコルゲートの特性に適化した建築様式がま

た現れていないことを示唆している。また、一階建てで面

積が小さいものが多く、臨時住宅の色合いが強い。 

 

4.2.2 時期二 1880年前後～20世紀初頭 

図6 屋根の複雑化 

図6はこの時期建設された例である。屋根の単一から複

数の組み合わせへの変化、平面の複雑化、空間の機能性の

向上が見られる。この時期ではコルゲート板の特性がより

よく理解され、それに加えて材料や工法の改良が重ねるこ

とによってより多機能な建築の建設が可能になった。時期

一のものと比べると、この時期はより大規模な恒久住宅も

多い。また、教会、工場、倉庫などに使用されるケースも

増えていた。特に教会では比較的に大規模なものまで建造

された。レンガ造といった従来の構造ではないことや耐久

性が不安視されるなどの問題があるため、インフォーマル

なものと認識される場合が多いが、現在まで残るものもあ

り、耐久性が証明された。[注1] 
*注1 現存する例としてはDalswinton Mission Church(イ

ギリス)、St Augustine’s Catholic Church(イギリス)がある。 
 

4. 3 軍用期  19世紀後半～1945年 

図7 軍用コルゲート建築の例 1890年代～1945年 

20世紀に入る頃、世界情勢が徐々に不安定になり、コル

ゲート板の軍事的価値に目が向けられた。コルゲート板は

輸送が便利で比較的軽く、利用すれば工場生産、現地組み

立てが可能であり、組み立て時間も短縮できるためである。

工法が開発されるにつれて軍用仮兵舎や避難所などは世

界各地に建設された。図7では軍用の戦地病院、兵舎、民

間用仮設住宅、格納庫、避難シェルターを例に上げた。こ

の時期の代表的な例としてNissen Hutがある。これはイギ

リスのピーター・ノーマン・ニッセン(Peter Norman Nissen)
が1916年に考案したもので、木でできた基礎の上に半円形

のコルゲート鉄板を敷いて建設するものである。使用され

るコルゲート板は今で言う薄板に当たるため、軽量で大量

輸送が容易であった。この案は第一次世界大戦時に考案さ

れ、第二次世界大戦時各国で大量に作られた。この他にも

コルゲート建築は様々なスケールで開発が行われ、仮兵舎、

倉庫、格納庫などに使われた。 

図8 軍用格納庫のスケール比較図、右にある比較対象は

ネルソン記念柱(高さ51.5m) 
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図8は当時軍用格納庫のスケール比較図である。コルゲ

ート用トラス構造の成熟や飛行機の大型化に伴い、コルゲ

ート格納庫が急速に大規模化していたことがよく分かる。

この特徴的な屋根形式は今日でも多くの工場建築に見ら

れる。また、一般人用の仮設住宅も広く使われていた。活

用の幅は広く、サイズもまちまちで、図7下段中央のよう

な簡易シェルターさえ現れていた。 

1920年代から、ニッセンらが戦争以外にも民間住宅とし

て普及させるため、コルゲートハウスの工法や平面の改良

や大型化を試みた。しかし半円形屋根の両側に利用が難し

いデッドスペースが多いこと、一般的な家具との相性が悪

いこと、イメージが粗悪・チープであることなどを理由に、

住宅様式として広く大衆に受け入れられることはなかっ

た (図9 わずかに建設された大型コルゲートハウスの一

例) 。しかし、現在でも戦時中建設されたものを転用して

いる事例が世界中に散見しており、一部地域ではランドス

ケープの一部と化した。[注2] 
＊注2 イギリスで出版されたCORRUGATED IRON 

(2007)のp.122-123ではニッセンハウスの普及が失敗した

経緯や原因が叙述され、p.124-129では戦後転用した事例が

紹介された。 

図9 Nissen-Petren House イギリス 1920年代 

第二次世界大戦後、朝鮮戦争などにもコルゲート板が活

用されたが、利用法は戦前と大きく変わらなかった。 

 

4. 4 戦後   1945年～ 

本研究では、戦後コルゲート板が現代建築に与えた影

響は実に大きいことが分かった。戦前まで、コルゲート板

が注目された主な理由は軽量性・経済性・移動性であった。

戦後ではこれらが逆にチープなイメージを人々に与えて

しまい、住宅での使用は敬遠されるようになった。しかし、

1950年代からコルゲート板の金属的な質感や、波・錆びな

どの新材料や新手法が新たな可能性を育んだ。そして戦前

までとは違う比較的に板厚があり、強度のある2型が開発

され、利用の幅がさらに広がった。この時期では、コルゲ

ート板は軽量で強く、ガラスなどの材料とともにもっとも

現代的な設計表現手法として認識され、当時の建築家たち

はそれらの改良や変化を利用して、これまでとは違う意匠

での活用を行った。今回、一般的な屋根などでの利用を除

いた上で、コルゲート板の意匠に着目した戦後のコルゲー

ト建築を検証した結果、影響が大きい設計の流れとして以

下の4つを選出した。また、これらの案から派生、活用し

た事例も除外した。 

1CSHシリーズとその派生 
2オーストラリアにおける利用や発展 
3ハイテク派建築においての使用 
4日本における住宅などの小型建築での試み 

4.4.1 戦後アメリカ CSHシリーズとその派生 

図10 CSH No.21、No.8、No.22 アメリカ 1960年代 

戦争でコルゲート板を重用したアメリカでは、戦後バッ

クミンスター・フラーを始め、一部の建築家がコルゲート

住宅を一般家庭に普及する方法を模索していた。フラーの

ダイマクションハウスは失敗に終わったが、Case Study 
Houseシリーズ、略してCSHシリーズは複数のタイプの成

果を残した。このシリーズは雑誌『アーツ・アンド・アー

キテクチュア』のスポンサーで行われた実験的住宅建築プ

ログラムである。CSHシリーズは全29作品あり、うち建設

されたのは23件である。その後参加した建築家たちは派生

として幾つかの案を設計している。このシリーズで導入さ

れた意匠面での利用法はその後も数多くの設計に取り入

られている。 

例えばAlbert Frey House II (アルバート・フレイ 図11)
では、コルゲート板を屋根と壁に使った。コルゲート板の

軽量性を活かすことで、構造材を極力小さくし、開口部を

大きく開くことが可能になった。建物自体はほぼコルゲー

ト板・折板・透明ガラスで構成され、コルゲート板の平行

模様や金属的な質感とガラスの透過や反射によって、軽や

かな造形を実現した。また、この作品は「自然に上手く溶

け込み、ランドスケープの面でも成功している。 

図11 Albert Frey House II アメリカ 1964年 
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また、色についても多様性が見られた。従来はコルゲー

ト板の亜鉛メッキの銀色そのままが主だったが、90年代に

入ってからは銅、錆びなどで、銀色以外の色を実現した事

例も見られるようになった。この動きではコルゲート板の

独特な波模様を継承しながら、ペンキ塗りのチープさを払

拭し、ガラス・色との組み合わせによって新たな成功を納

めた。 

 
4.4.2 オーストラリアにおける利用や発展 

オーストラリアでは、植民地時代からコルゲート板が

多用された。オーストラリア広大の内陸部では、水道など

のインフラ整備が困難な地域が多く、雨水の収集利用が重

要である。コルゲート屋根と貯水槽を利用した収集システ

ムはオーストラリア各地で見られ、ランドスケープの重要

な特徴の一つとなっている。この素材をオーストラリアの

文化の一つとして捉え、作品の中で活用した建築家も存在

する。グレン・マーカットもその一人である。彼はコルゲ

ート板を利用して、オーストラリアの大自然とうまく調和

した一連の作品を設計した。これらの作品は高い評価を得

て、2002年のプリツカー賞受賞に繋がった(図12)。 

図12 Simpson House オーストラリア 1994年 

 

4.4.3 ハイテク派建築においての使用 

図13上 Tjibaou Cultural Centre ニューカレドニア1998年 

Paul Klee Center スイス 2005年 
下 Amenity Center 1971年 

今回の研究で、コルゲート板が1970年代のハイテク派建

築にも影響を与えていたことが分かった。当時、ノーマ

ン・フォスターはハイテク建築デザインに精力的だった。

コルゲート板もその表現手法の一つとして活用された。こ

の時期に完成した展覧館Amenity Center(図13 下)では、コ

ルゲート板をパイプ状に巻き、ガラスカーテンウォールで

透明感のある空間を演出し、コルゲート板の金属の質感と

工業化への象徴性を利用して比較的低コストで現代感と

視覚的衝撃性を実現した。ピアノはコルゲート板を利用し

てないが、似た模様を利用した作品が存在する(図13上)。 

図13はハイテク派の重要な建築家レンゾ・ピアノとノー

マン・フォスターの作品をピックアップしている。これに

よってコルゲート板が現代感を演出する材料としての地

位を得た。この意匠はその後の展覧館建築に大きな影響を

与えた。必ずしもコルゲート板やパイプを用いていないも

のの、亜鉛メッキのような質感や波状の平行線といったコ

ルゲートの特徴はいまでも現代感や未来感を演出する重

要な要素として使われる事例が多い(図14-15)。 

図14琶洲国際会議展覧センター 中国 2002年 

図15 昆山国際展覧センター 中国 2012年 

 

4.4.4 日本における住宅などの小型建築での利用 

図16 左上から 川合健二邸(自宅)、川越の家、 

開拓者の家、幻庵、Rooftecture M's、Halftecture F  
日本 1960-1990年代 

戦後、日本では小型用の1型と大型用の2型という2つの

規格が制定された。 
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規格は 

1型(薄板) 板厚(mm) 1.6,2.0,2.7,3.2,4.0  
ピッチ68mm 波の深さ13mm 

2型(厚板) 板厚(mm) 2.7,3.2,4.0,4.5,5.3,6.0,7.0  
ピッチ150mm 波の深さ50mm 

板厚以外にもピッチの高さや波の深さに違いがある。そ

のため1型とは違い、2型はそれ自体の強度が充分で、骨組

みに頼らずコルゲート板だけで構造が成立するのである。

1960年代、立体最小限住宅を発表した池辺陽は自身の作品

No.58、NO.65、No.68などでコルゲート板を実験的に運用

していた。同じ時期に、川合健二が自宅を設計する時にコ

ルゲートのポータブル性、経済性に注目し、戦時仮設住宅

とはまったく違う方向で自宅を作った。 

川合健二らが利用したのはコルゲート板を円筒状に巻

いたコルゲートパイプである。コルゲートパイプは製造会

社が考案したもので、組立が容易な建設用鋼材として、土

木材として各種集排水など幅広く利用されている。図16
からは、左上の川合邸の楕円形断面がよく見て取れる。続

いて石山修武が設計した川越の家、開拓者の家、幻庵は基

本形を継承しながら、コルゲートパイプを地上に置くこと

で生じるたわみの問題を解決するため、丸みのある三角形

に近い断面をとり、下部を地中に沈み込ませる形を採用し

た。これらの案は居住性を重視した結果、断面を半円では

なく円形に近付けたと考えられる。建設難易度が上がった

ものの、デッドスペースの減少や２階建てが可能などの効

果が得られた。 

図16下段のRooftecture M's、Halftecture Fは遠藤秀平が連

綿体や不規則形断面の概念を取り入れた設計である。遠藤

はコルゲート板やパイプを複数組み合わせることで、より

変化のある、柔軟な生活空間の設計に成功した。そして彼

は室内空間だけでなく、さらにスパイラルコルゲート連綿

体という概念に発展し、室内および半屋外領域の構成手法

として駐輪場、事務所、トイレなどの小型建築を設計した。

従来屋根だけに使われたコルゲート板を壁、床にまで利用

したこれらの作品は新規性、開放性や透明性が評価され、

多くの賞を受賞した。[注5] 
＊注5 主な受賞に「関西建築家大賞」、「フランチェス

コボロミ－ニ国際建築賞」、「第8回公共建築賞優秀賞」

などがある。 
 

 

５．結論 

 

本稿はコルゲート板を建築意匠、または材料仕上げとし

て使う目的で、発明から今日まで現れた建築や理念を分析

し、その背景にある時代の流れや効果の解明を試みた。以

下のことが判明した。 

1) コルゲート板は 軽量の大スパン屋根を実現するため

の新材料として発明された。 

2) 住宅への転用当初は独自の様式がなく、ヨーロッパ伝

統の住宅様式に則っていた。 

3) コルゲート板は西ヨーロッパによる植民地支配の拡大、

19世紀後半からの戦争によって世界に広がり、その過

程で工法や様式が確立した。 

4) コルゲート板の利用には大きく分けで二つの着目点が

ある。 

a)軽量性、経済性、ポータブル性に着目して利用する 
b)金属的質感、波模様を意匠として利用する 

5) 戦後薄板(1型)と厚板(2型)の規格が制定された。厚板

は充分な強度を持っているため、それを構造材として

利用できる。 

このうち、項目4のa項目に関しては黎明期からコルゲー

ト板を採用する主なメリットと考えられ、その利用は今日

まで継続されている。工法や様式は時代ごとに異なり、主

に船ドック、駅(黎明期、発展期)→格納庫、仮設住宅(戦

争時)→工場、展覧建築(戦後) がある。戦時中の仮設住宅

などに大量に使われたことは大衆に臨時、貧困、劣悪の印

象を与えてしまい、戦後の普及の妨げとなった。 

項目4のb項目は主に戦後注目されるようになった着目

点で、CSHシリーズ、ノーマン・フォスター、グレン・マ

ーカットなどの実践によってその効果や可能性が確認さ

れた。特にフォスターによってハイテク派技法の構成要素

の一つとして導入され、いまなお大型展覧会建築などにそ

の影響が見られる。CSHシリーズやハイテク派によって、

軽くて強い、現代感を演出する重要な要素として再認識さ

れ、意匠性に豊よんだ作品の設計が数多く現れた。 

以上のように、コルゲート板の利用や派生は歴史から見

て実に多種多様である。今回の研究で、コルゲート板は国

や地域によって様々な目的や方法で建築に使われてきた

ことが分かった。これは改めてコルゲート板という材料の

広い運用幅を示している。今後もより積極的な技術改良や

運用が望まれる。 
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A study of the history of the architecture design by using corrugated metal plate 
and the possibility and prospection of this material 
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In this study, we attempted to organize the history of the corrugated metal plate, find out the usage of it in 
each period since its invention, and then we summarized the historical assessment and the prospection of this 
material. The corrugated metal plate has been recognized generally as an exterior material which is cheap and 
functional. However, in this study we found out that it also has been used effectively in terms of design. In the 
initial time of its invention, the style of the architecture using this material was usually designed in the form of 
the European architectural styles which can be seen at the time. But as a result of the technical improvements 
and confirmation, its own style and construction technics were emerged. For a long time, the thickness of the 
plate was thin, so it could not be used for the construction of architecture. As a result, the corrugated metal 
plate was recognized as a material which requires a framework. Changes occurred in the 1930s, when the 
corrugated metal plate which is thicker than the previous model appeared in the US. After the Second World 
War, the thickness of the plate was standardized into two series (the series 1 which is thinner, and the series 2 
which is thicker). Cases using the thicker type for the structure also appeared after the war, including the 
Kenji Kawai House. In this paper, we collected typical cases in each period, and described the style and the 
usage of the corrugated metal plate in design. 

26

李　海寧／神戸大学大学院工学研究科・システム情報学研究科紀要　第 8号　19～26 頁（2016）

[Research Paper]


